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平
成
19
年
３
月
31
日
に
宇
都
宮
市
に
合
併
し
た
旧
河
内
町
・
上
河
内
町
。
白
沢
宿
や

羽
黒
山
神
社
、
梵
天
の
湯
な
ど
、
他
地
域
の
人
に
も
な
じ
み
の
あ
る
地
名
や
施
設
な
ど

が
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
地
域
の
話
題
や
お
勧
め
施
設
な
ど
を
取

り
上
げ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
旧
河
内
町
・
上
河
内
町
の

デ
ー
タ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
、
こ
の
２
町
が
合
併
し
た
こ
と
に

よ
り
、
人
口
が
北
関
東
で
初
め
て
50
万
人
を
超
え

ま
し
た
。世
帯
数
も
19
万
６
７
３
２
世
帯
と
な
り
、

人
口
・
世
帯
数
と
も
、
栃
木
県
全
体
の
約
４
分
の

１
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
河
内
町
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
奥
州
街
道

が
整
備
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
白
沢
宿
が
置
か
れ
た

こ
と
か
ら
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
を

通
じ
て
、
宇
都
宮
の
北
の
玄
関
と
し
て
機
能
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
往
時
の
白
沢
宿
の
雰
囲
気
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
ま
ち
な
み
の
整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
白
沢
宿
の
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
観

光
で
訪
れ
た
人
の
定
番
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

旧
上
河
内
町
は
、
羽
黒
山
神
社
を
中
心
と
し

た
信
仰
の
地
と
い
う
側
面
と
、
地
域
の
食
を
支

え
る
農
村
地
帯
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
南
の
田
原
や
北
の
宮
山
田
近

辺
に
神
社
や
史
跡
が
残
って
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
経
済
団
体
で
あ
る
う
つ
の
み
や
市

商
工
会
（
半
田
政
夫
会
長
）
の
中
荒
井
博
事
務

局
長
は
、「
旧
河
内
町
地
域
は
、
合
併
前
か
ら

宇
都
宮
市
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
上
河
内
町
地
域
も
、

近
年
は
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
商
店
街
は
あ
り
ま
せ
の
で
、
個
々
の
商
店
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」
と
は
い
え
、

今
後
、
宅
地
開
発
が
進
め
ば
大
型
商
業
施
設
の

進
出
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
に
河
内
工

業
団
地
と
白
沢
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。

　
「
中
岡
本
町
の
河
内
工
業
団
地
は
、
誘
致
し

た
大
企
業
中
心
で
す
。
一
方
で
白
沢
町
に
あ
る

白
沢
工
業
団
地
は
、
地
元
企
業
が
中
心
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
ー
が
違
い
ま
す
ね
」

　

ち
な
み
に
河
内
工
業
団
地
の
分
譲
は
昭
和
36

年
〜
42
年
、
白
沢
工
業
団
地
の
分
譲
は
昭
和
58

年
〜
62
年
で
す
。

　

白
沢
工
業
団
地
は
、
会
員
み
ず
か
ら
が
協
同

組
合
を
設
立
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
入
居

企
業
も
地
域
の
工
場
が
移
転
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い

そ
う
で
す
。

　

地
域
の
産
業
は
、
合
併
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
現
時
点
で
は
、
合
併
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響

は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
、
地
域
全
体
が

宇
都
宮
市
に
向
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
行
政
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
業
種
以

外
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
経
済
環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
ら
、
商
工
会
と
し
て
は
会
員
の
き
め

細
か
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
中
荒
井
事
務
局
長
。

　

こ
の
地
域
の
出
身
者
に
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

鮫
島
彩
選
手
や
井
上
香
織
選
手
な
ど
が
有
名
で

す
。旧
河
内
町
は
昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
宣
言
」
を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

旧
河
内
町
・
上
河
内
町
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に
白
沢
町
に
あ
る
河

内
総
合
運
動
公
園
に
は
、
温
水
プ
ー
ル
「
ド
リ
ー

ム
プ
ー
ル
か
わ
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
流
水
プ
ー
ル

や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
を
備
え
、
一
年
中

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
施
設
で
す
。
ま
た

河
内
体
育
館
も
、
交
通
の
利
便
が
よ
い
こ
と
も
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
。
上

河
内
運
動
場
庭
球
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
も
、
合

併
後
利
用
者
が
増
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

中
荒
井
事
務
局
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
も
と

も
と
稼
働
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
合
併
後
は

人
気
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。
市
内
全
域
か

ら
利
用
客
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

梵
天
の
湯
は
人
気
が
高
い
で
す
ね
」

　

平
成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ほ
た
る
の
里　

梵
天
の
湯
」
は
、
温
泉
施
設
と
農
林
業
交
流
施

設
か
ら
な
る
木
造
平
屋
建
て
の
複
合
施
設
で
す
。

大
露
天
風
呂
や
砂
風
呂
、
寝
湯
、
サ
ウ
ナ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
入
浴
が
楽
し
め
る
こ
と

も
あ
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
県
内
全
域
か
ら
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
観
光
施
設
の
利
用

者
の
増
加
は
、
商
業
的
な
効
果
も
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

　
「
６
月
か
ら
10
月
末
ま
で
、
観
光
や
な
も
営
業

を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
人
気
が
高
い
で
す
よ
。

観
光
バ
ス
が
立
ち
寄
り
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
か
み

ど
り
に
興
じ
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
」

　

８
月
最
終
土
曜
日
に
は
、
梵
天
の
湯
で
サ
マ
ー

フェス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
毎
年
、
40
分
間
連
続
で
合
計
５
千
発
も
の
花

火
を
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
最
後
の
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
」

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
う
一
つ
大
き
な
も
の
が

「
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
」
で
す
。

　
「
昨
年
は
河
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
中
岡
本

運
動
場
で
11
月
10
日
に
開
催
し
、
１
万
３
５
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
商
工
会
の
各
部
会
が
中
心

に
な
っ
て
、
金
魚
す
く
い
や
模
擬
上
棟
式
な
ど
、

うつのみや市商工会  本所／宇都宮市中岡本町3225-5　☎６７３-１８３０　　上河内支所／宇都宮市中里町202-6　☎６７４-３１０１

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
楽
し
み
な
が
ら
地

域
の
企
業
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
地
域
の
祭
り
と
し
て
は
羽
黒

山
神
社
の
「
梵
天
祭
」
が
有
名
で
す
。

３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
祭

り
で
す
。

　
「
こ
う
し
た
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

は
、
今
後
も
大
切
に
守
り
育
て
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

奥
州
街
道
、
羽
黒
街
道
と
いっ
た
江

戸
時
代
の
街
道
と
と
も
に
育
っ
た
旧
河

内
町
・
上
河
内
町
エ
リ
ア
。
今
後
も
地

域
文
化
を
守
り
つ
つ
、
発
展
し
て
行
く

で
し
ょ
う
。

写真上／１万３５００人が訪れた「ふるさと産業まつり」
写真下／羽黒山神社で行われる「梵天祭」（今里町）

写真左／いまでも信仰を集める羽黒山神社（今里町）　写真右／まちなみが整備された白沢宿（白沢町）

人気の温泉施設「梵天の湯」（今里町）

特色ある歴史と産業に出会う 旧河内町・上河内町特集1　旧河内町・上河内町紹介／
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特
色
あ
る
歴
史
と

産
業
に
出
会
う
　

旧
河
内
町
・
上
河
内
町

地
域
の
見
ど
こ
ろ・イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
！

特集1／旧河内町・上河内町紹介

うつのみや市商工会事務局長　中荒井博氏

ス
ポ
ー
ツ・健
康
施
設
の
充
実
、

人
気
イ
ベ
ン
ト
も

江
戸
時
代
か
ら
の

歴
史
あ
る
ま
ち
な
み

宇
都
宮
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
役
割
も

旧
河内町

旧
上河内町

面　積 ／ 約 48km2

人　口 ／ 約３万５千人
町の木 ／ ツゲ
町の花 ／ サギソウ

面　積 ／ 約 57km2

人　口 ／ 約９千５００人
町の木 ／ ユズ
町の花 ／ ヤマツツジ
※数字はいずれも合併当時のものです。
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白沢宿は、江戸時代初期に奥州街道に設
けられました。宇都宮宿の次の宿駅です。
江戸から約30里に位置しています。天保
時代の「奥州道中宿村大概帳」によれば、
家数71軒、うち本陣１軒、脇本陣１軒、
旅籠13軒、人口３６９人だったそうです。
地域には七福神もあり、多くの人に親しま
れています。平成24年に宇都宮市の景観
形成重点地区に指定されました。

逆面町の白
は く さ ん じ ん じ ゃ

山神社に伝わる獅子舞です。同神社の
縁起は未詳ですが、石川県の白山神社を分霊したと
も伝えられています。天下一関白流逆面の獅子舞は、
毎年８月15日と次の日曜日の正午過ぎ頃から奉納され
るもので、江戸時代初期に始まったと伝えられている、
格式の高い獅子舞です。

平成14年７月にオープンした「ほた
るの里　梵

ぼ ん て ん

天の湯」は、温泉施
設と農林業交流施設からなる木
造平屋建ての複合施設です。露
天風呂やジェットバス、寝湯、サ
ウナ、砂風呂、家族風呂などが
あります。

宇都宮市今里町18-４
☎６７４ -８９６３

羽黒山山頂にある「羽黒山神社」は、
稲
がのみたまのみこと

倉魂命を祀っています。創建につい
ては諸説ありますが、康平年中（1058
年から1065年）に、藤原宗円が宇都宮
城の築城に際し勧請されたものと伝えら
れています。江戸時代から伝わる秋の
例祭「梵

ぼ ん て ん

天祭」は、晩秋の風物詩となっ

ています。

宇都宮市今里町1444
☎６７４ -３４７９

河内総合運動公園内にある温水プール
です。1年を通して営業しています。水温
30度の25メートルプールや、ウォータース
ライダー、流水プールなど、子どもから大
人まで楽しめる施設です。

宇都宮市白沢町１７９１-３
（河内総合運動公園内） ☎６７３-０２１２

白山神社近く、逆
さ か づ ら

面町にあった井戸の跡です。奈良時代、下野
薬師寺に配流された弓

ゆ げ の

削道
どうきょう

鏡がここを訪れた時、古井戸を見つけ
て水を飲もうとしたところ、自分の顔が逆さに映ったので「逆面」とい
う地名になったと伝えられています。後に、宇都宮氏家臣の逆面氏
が、白山神社裏に逆面城を築きました。

旧上河内町の氏家大橋にある観光やなは、６月
９日から10月31日までの営業となります（やな設
置は８月１日から）。他に岡本にも観光やながあり、
こちらも人気です。

氏家大橋 観光やな
宇都宮市下小倉町1304　 ☎６７４-２１４１
岡本 観光やな
宇都宮市東岡本町200　☎６７３-２０３１

見どころ満載の旧河内町・上河
内町。その中から７カ所を選ん
でご紹介します。ぜひ家族や友
人と訪れてみてください。

観光やな

ドリームプールかわち

羽黒山神社

ほたるの里
梵天の湯

天
て ん か

下一
い ち

関
か ん ぱ く

白流
りゅう

逆
さ か づ ら

面
の獅子舞

白沢宿

逆
さかさ

井
い ど

戸

01.
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04.
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02.

地図で見る旧河内町・上河内町ガイド
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特集1　旧河内町・上河内町紹介／
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「
梵
天
の
湯
」だ
け
じ
ゃ
な
い
！　

ぜ
ひ
回
っ
て
欲
し
い
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

地
図
で
見
る

旧
河
内
町・上
河
内
町
ガ
イ
ド

特集1／旧河内町・上河内町紹介
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〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉

〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉 〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉

〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉


